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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
二
十
七
回

三
田
聖
坂
に
馬
車
道
を
つ
く
る

出
典
：
東
京
府
文
書
『
明
治
元
年
・
順
立
帳
・
５
』

（
請
求
番
号
：
６
３
２
．
Ｅ
１
．
０
６
） 

令
和
二
年
八
月

東
京
都
公
文
書
館

今
回
、
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
移
行
期
、
三
田
聖
坂
を

「
馬
車
」
が
通
り
や
す
い
道
に
造
り
直
す
に
あ
た
っ
て
起
き
た
出
来
事
で
す
。 

一
、
史
料
四
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二
、
史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例
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【
解
読
文
】乍

恐
以
書
付
奉
願
上
候

一

三
田
台
町
よ
り
聖
坂
通
り
同
三
町
目
中
程
迄
路
次

悪
敷
馬
車
通
行
差
支
候
ニ
付
御
出
役
之
上

町
家
地
先
之
分
者
不
陸
相
直
し
早
速
取
掛
り

来
ル
二
十
二
日
前
出
来
仕
候
様
被

仰
付
候
ニ
付
其
段

人
足
共
江
申
付
取
掛
り
荒
増
出
来
仕
候
是
迄

町
内
道
造
之
義
者
古
来
よ
り
細
川
越
中
守
様

御
一
手
又
者
最
寄
諸
家
様
方
御
組
合
ニ
而

道
造
度
々
有
之
其
後
御
同
家
様
方
御
国
許

御
引
移
り
以
来
者
町
内
ニ
而
道
造
致
候
儀

者
無
御
座
候
処
今
般
馬
車
通
行
ニ
付

俄
道
造
被
仰
付
候
得
共
私
共
町
内
之
義
者

場
末
貧
町
ニ
而
地
主
共
疲
弊
之
折
柄

出
金
方
難
渋
至
極
仕
候
間
何
卒
格
別
之

以
御
慈
悲
右
入
用
御
下
ケ
金
被
成
下

置
候
様
偏
奉
願
上
候
以
上

三
田
功
運
寺
門
前

月
行
事

辰

徳
兵
衛

○印

十
一
月
廿
日

同
所
台
町
壱
丁
目

同

喜

七

○印

同
所
三
町
目

同

弥

吉

○印
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【
読
み
下
し
例
】

恐
れ
乍な

が

ら
書
き
付
け
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候

一

三
田
台
町
よ
り
聖
坂
通
り
同
三
町
目
中
程
迄
、
路
次

悪
敷

あ

し

く

、
馬
車
通
行
差
し
支
え
候
に
付
御
出
役
の
上

町
家
地
先
の
分
は
不
陸

ふ

ろ

く

相
直
し
早
速
取
り
掛
り

来
る
二
十
二
日
前
、
出
来

し
ゅ
っ
た
い

仕
り
候
様
仰
せ
付
け
ら
れ
候
に
付
、
そ
の
段
、 

人
足
共
え
申
し
付
け
取
り
掛
り
、
荒
増
出
来
仕
り
候
。
是
迄

町
内
道
造
り
の
義
は
、
古
来
よ
り
細
川
越
中
守
様

御
一
手
、
又
は
最
寄
諸
家
様
方
御
組
合
に
て

道
造
り
度
々
こ
れ
有
り
。
そ
の
後
、
御
同
家
様
方
御
国
許

く
に
も
と

御
引
き
移
り
以
来
は
、
町
内
に
て
道
造
り
致
し
候
儀

は
御
座
な
く
候
処
、
今
般
、
馬
車
通
行
に
付

俄
道
造
り
仰
せ
付
け
ら
れ
候
得
共
、
私
共
町
内
の
義
は

場
末
貧
町
に
て
、
地
主
共
疲
弊
の
折
柄

出
金
方
難
渋
至
極
仕
り
候
間
、
何
と
ぞ
格
別
の

御
慈
悲
を
以
て
、
右
入
用
御
下
げ
金
成
し
下
し

置
き
候
様
、
偏
に
願
い
上
げ
奉
り
候
。
以
上
。

三
田
功
運
寺
門
前

月
行
事

辰

徳
兵
衛
○印

十
一
月
廿
日

同
所
台
町
壱
丁
目

同

喜

七
○印

同
所
三
町
目

同
弥

吉
○印

三
、
史
料
解
説 

 

一
般
的
に
、
日
本
で
「
馬

車
」
が
最
初
に
走
っ
た
の
は

横
浜
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
江
戸
に
お
い
て
も
、
慶

応
二
年（
一
八
六
六
）十
月
、

幕
府
に
よ
っ
て
荷
物
を
運
搬

す
る
た
め
に
馬
車
の
通
行
が

許
可
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
府

内
の
馬
車
通
行
許
可
に
あ
た

っ
て
は
、
牛
車
用
の
道
路
を

馬
車
の
通
行
路
と
す
る
よ
う

お
達
し
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
五
街
道
に
つ
い
て

も
同
様
に
馬
車
の
通
行
が
許

可
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
）。 

図１「聖坂 済海寺 功運寺」『（江戸名所図

会 三）』 

（請求番号：江戸明治期史料００４７２２） 
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本
史
料
の
舞
台
で
あ
る
三
田
聖
坂
は
、
現
在
の
港
区
三
田
四
丁
目
に
あ
る
坂
で
、
江
戸

時
代
に
は
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
も
描
か
れ
た
名
所
の
一
つ
で
し
た
。
聖
坂
と
い
う
名
称

は
、
か
つ
て
こ
の
地
に
多
く
住
ん
で
い
た
高
野
聖
が
開
い
た
坂
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

三
田
聖
坂
は
、
東
海
道
・
江
戸
内
海
（
東
京
湾
）
の
沿
岸
と
ほ
ぼ
並
行
し
南
北
に
通
っ

て
お
り
、
日
本
橋
を
背
に
し
て
南
上
が
り
に
上
が
っ
て
い
て
、
坂
の
西
側
に
あ
た
る
内
陸

は
功
運
寺
を
は
じ
め
と
す
る
沢
山
の
寺
が
集
め
ら
れ
た
寺
社
地
と
町
人
地
が
、
東
側
は
丹

波
亀
山
藩
下
屋
敷
（
松
平
紀
伊
守
）・
上
野
沼
田
藩
下
屋
敷
（
土
岐
美
濃
守
）
な
ど
の
大
名

屋
敷
と
済
海
寺
な
ど
の
寺
社
地
と
町
人
地
と
が
混
在
し
て
い
ま
し
た
。
坂
を
上
が
り
き
っ

た
と
こ
ろ
に
は
、
肥
後
熊
本
藩
下
屋
敷
（
細
川
越
中
守
）（
現
：
高
輪
皇
族
邸
・
仙
洞
仮
御

所
周
辺
）
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
三
田
聖
坂
の
東
側
は
、
東
海
道
、
現
在
の
国
道

一
六
号
線
・
第
一
京
浜
が
通
っ
て
い
る
辺
り
ま
で
し
か
陸
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
が
走
っ

て
い
る
所
は
海
の
中
で
し
た
。 

 

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
、
三
田
台
町
か
ら
三
田
聖
坂
通
り
三
田
台
町
三
丁
目

中
程
ま
で
を
「
馬
車
」
が
通
れ
る
道
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
同
年
十
一
月
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
・
パ
ー
ク
ス
ら
が
、
三
田
聖
坂
の
東
側
に
あ
っ
た
上

野
沼
田
藩
下
屋
敷
（
土
岐
美
濃
守
）
を
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
と
す
る
た
め
移
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。
こ
れ
よ
り
遡
っ
て
、
徳
川
幕
府
は
、
各
国
の
仮
公
使
館
と
し
て
江
戸
府
内
の
寺
を

公
使
館
と
し
て
与
え
、
三
田
聖
坂
の
済
海
寺
は
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
三
田
聖
坂
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
、
二
カ
国
の
公
使

館
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

公
使
館
に
勤
め
る
外
国
人
に
と
っ
て
馬
車
は
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
の
一
つ
で
し
た
が
、

三
田
聖
坂
の
路
面
は
凸
凹
し
て
い
て
馬
車
を
走
ら
せ
る
に
は
差
し
支
え
た
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
明
治
政
府
、
道
路
を
管
理
す
る
東
京
府
へ
「
三
田
聖
坂
を
馬
車
が
通
れ
る
道
と
し
て

整
備
す
る
よ
う
」
達
し
、
東
京
府
は
三
田
功
運
寺
門
前
と
三
田
台
町
の
人
々
へ
「
町
家
前

の
道
は
自
分
達
で
」
と
指
示
し
ま
す
。 

 

道
路
は
幕
府
の
公
儀
地
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
整
備
は
道
路
ご
と
に
「
持
場
」
が
区

分
さ
れ
、
武
家
や
町
、
寺
社
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
そ
の
道
路
沿
い
に
複

数
の
大
名
屋
敷
が
あ
る
場
合
、
周
辺
の
大
名
が
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
史
料
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、三
田
聖
坂
の
場
合
、江
戸
時
代
の
道
路
整
備
は
、

三
田
聖
坂
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
細
川
越
中
守
が
一
手
に
引
き
受

け
る
か
、近
隣
の
大
名
家
が
組
合
を
作
っ
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

道
を
整
備
し
て
い
た
細
川
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
が
明
治
維
新
に
と
も
な
っ
て
国
許
へ

帰
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
負
担
が
町
に
の
し
か
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
三
田
功
運
寺
門
前
と

三
田
台
町
の
人
々
に
と
っ
て
、
通
常
の
整
備
な
ら
な
ん
と
か
な
る
も
の
の
、
今
回
は
馬
車

道
を
造
る
と
い
う
大
工
事
。
困
惑
し
た
町
の
人
々
が
、
東
京
府
に
工
事
費
用
の
下
付
を
嘆

願
し
た
の
が
、
今
回
の
解
読
史
料
で
し
た
。 

図２ 三田聖坂部分「芝高輪辺絵図 全」 

（内題：芝三田二本榎高輪辺絵図） 

（請求番号：６５４－０２－０３－０２（ＺＧ－０５３）） 
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【
注
】 

寅
（
慶
応
二
年
）
十
月
十
二
日 

 
 

大
目
付
え 

江
戸
市
中
并
五
街
道
宿
駅
荷
物
為
運
送
馬
車
相
用
候
儀
被
成
御
免
候
間
、
江
戸
表
は
牛
車

通
路
之
振
合
を
以
通
行
路
取
極
置
、
不
都
合
無
之
様
可
被
取
計
候 

右
之
通
、
去
ル
朔
日
、
於
京
都
道
中
奉
行
町
奉
行
え
相
達
候
間
、
向
々
え
可
被
相
触
候
、 

『
御
書
付
留
巻
十
五
』
国
立
公
文
書
館
蔵 

【
用
語
説
明
】 

・
路
次
（
ろ
じ
・
ろ
し
）：
道
の
途
中
。
道
す
が
ら
。

・
出
役
（
し
ゅ
つ
や
く
）：
元
々
の
役
目
の
他
に
、
臨
時
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
。

・
地
先
（
じ
さ
き
）：
そ
の
土
地
。

・
不
陸
（
ふ
り
く
・
ふ
ろ
く
）：
平
ら
で
は
な
く
凹
凸
が
あ
る
こ
と
、
水
平
で
な
い
こ
と
。 

・
荒
増
（
あ
ら
ま
し
）：
だ
い
だ
い
。
お
よ
そ
。

・
場
末
（
ば
す
え
）：
町
（
江
戸
）
の
中
心
か
ら
離
れ
た
所
。

・
難
渋
至
極
（
な
ん
じ
ゅ
う
し
ご
く
）：
こ
の
上
な
く
困
難
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】 

東
京
都
公
文
書
館
編
（
川
崎
房
五
郎
）『
都
史
紀
要
四 

築
地
居
留
地
』
昭
和
三
十
二(

一

九
七
五)

年 

小
林
信
也
『
江
戸
の
民
衆
世
界
と
近
代
化
』
山
川
出
版
社 

、
平
成
十
四(

二
〇
〇
二)
年 

松
本
剣
志
郎
「
江
戸
の
公
共
負
担
組
合
と
大
名
家
―
大
下
水
組
合
と
道
造
組
合
―
」『
社
会

経
済
誌
学
八
十
三
―
一
』
平
成
二
十
九(

二
〇
一
七) 

年


